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　わたしたちは、毎
まい

年
とし

交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

教
きょう

室
しつ

で安
あん

全
ぜん

な

歩
ほ

行
こう

や道
どう

路
ろ

の横
おう

断
だん

のしかた、正
ただ

しい自
じ

転
てん

車
しゃ

の

乗
の

り方
かた

など交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

について学
がく

習
しゅう

していま

す。また、火
か

事
じ

などのさい害
がい

にそなえてひな

ん訓
くん

練
れん

も年
ねん

に数
すう

回
かい

行
おこな

っています。

　しかし、生
せい

活
かつ

の中
なか

では、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や火
か

事
じ

な

ど、思
おも

いがけないさいなんにとつぜん見
み

まわ

れることがあります。
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　そこで、たくみさんたちは、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

や火
か

事
じ

がどの

ようにして起
お

こるのか、また交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

や火
か

事
じ

などから

人
ひと

々
びと

を守
まも

るためにどのようなしくみやしせつがあり、ど

んな工
く

夫
ふう

や努
ど

力
りょく

がされているのか調
しら

べることにしまし

た。

　　　「交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

はどうして起
お

こるのだろう。」

　　　「わたしたちのまわりで、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や火
か

事
じ

が

　　　　起
お

きたらどうすればいいのだろう。」
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１
交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を
　　　ふせぐ

⑴　おそろしい交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

　ななみさんたちは、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

がどの

くらい起
お

こっているのか、その原
げん

因
いん

は

何
なに

かなどについて調
しら

べました。

　交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

にはいろいろな原
げん

因
いん

があ

り、車
くるま

を運
うん

転
てん

している人
ひと

だけでなく歩
ほ

行
こう

者
しゃ

にも原
げん

因
いん

があることがわかりました。

　そこで、ななみさんたちは、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

のないまちにするにはどうしたらよ

いのか、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐためにどん

な工
く

夫
ふう

がされているのか調
しら

べてみるこ

とにしました。

▲深川しょ管内で起きた交通事故の主な原因▲深川しょ管内で起きた交通事故の数

〈深川しょ管内〉
雨竜町のほかに深川市、
妹
も

背
せ

牛
うし

町、秩
ちっ

父
ぷ

別
べつ

町
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▼学校の周りの様子

▲道路のひょうしき

⑵　いろいろな交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

しせつ
　

　ななみさんたちは、学
がっ

校
こう

の周
まわ

りをた

んけんして、道
どう

路
ろ

の様
よう

子
す

や交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

を

ふせぐためのしせつについて調
しら

べるこ

とにしました。

　そして、調
しら

べたことを地
ち

図
ず

に書
か

きこ

んでまとめました。その地
ち

図
ず

を見
み

なが

ら交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐ工
く

夫
ふう

やしせつの役
やく

わりについて話
はな

し合
あ

いました。

「学
がっ

校
こう

の周
まわ

りの道
どう

路
ろ

はどんな

様
よう

子
す

かな。」

「交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

をふせぐためのしせつ

は、どんなところにあるかな。」
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けいさつでは、どんな
仕事をしているのか調
べてみよう。

▲雨竜駐在所

⑶　くらしの安
あん

全
ぜん

を守
まも

る
　　　　　　　けいさつしょ
　さくらさんたちは、調

しら

べてみたい

ことをノートにまとめ、まちの駐
ちゅう

在
ざい

所
しょ

をたずねて、けいさつの仕
し

事
ごと

につ

いて教
おし

えてもらうことにしました。

「110番
ばん

のしくみはどうなって

いるのですか。」

「事
じ

件
けん

や事
じ

故
こ

が起
お

こったらど

うするのですか。」

「けいさつの人
ひと

たちはどんな

仕
し

事
ごと

をするのですか。」
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▲交通安全運動

⑷　まちの交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

の取
と

り組
く

み
　わたしたちのまち雨

う

竜
りゅう

町
ちょう

は、国
こく

道
どう

275号
ごう

線
せん

や道
どう

道
どう

江
え

部
べ

乙
おつ

雨
う

竜
りゅう

線
せん

、深
ふか

川
がわ

雨
う

竜
りゅう

線
せん

などの大
おお

きな道
どう

路
ろ

が通
とお

っていて、

毎
まい

日
にち

たくさんの車
くるま

が行
い

き来
き

していま

す。

　雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

では、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

に力
ちから

を入
い

れて

いて、交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

週
しゅう

間
かん

などには、いろい

ろな団
だん

体
たい

が協
きょう

力
りょく

して雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

全
ぜん

体
たい

で交
こう

通
つう

安
あん

全
ぜん

運
うん

動
どう

を行
おこな

っています。

　交
こう

通
つう

指
し

導
どう

員
いん

の方
かた

たちは、みなさんの

登
とう

下
げ

校
こう

の時
じ

間
かん

に合
あ

わせて、事
じ

故
こ

にあわ

ないように指
し

導
どう

してくれています。

〈駐
ちゅう

在
ざい

所
しょ

の方
かた

のお話
はなし

〉
　駐

ちゅう

在
ざい

所
しょ

では、２４時
じ

間
かん

、まちの人
ひと

々
びと

の安
あん

全
ぜん

を守
まも

るた

めにいろいろな仕
し

事
ごと

をしています。交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や事
じ

件
けん

が

起
お

きたときにはすぐに出
しゅつ

動
どう

したり、地
ち

いきのパトロー

ルをしたり、まちや道
みち

の案
あん

内
ない

をしたり、落
お

とし物
もの

を受
う

けつけたりします。

　また、地
ち

いきの家
か

庭
てい

をたずねて、かわったことがないかをたしか

めたり、戸
と

じまりをよびかけたりします。

▲交通安全教室
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２
火
か

事
じ

をふせぐ

⑴　おそろしい火
か

事
じ

　ひろとさんの学
がっ

級
きゅう

では、みんなで火
か

事
じ

のことについて話
はな

し合
あ

いました。

　みんなで話
はな

し合
あ

いながら、調
しら

べてみ

たいことやぎ問
もん

に思
おも

ったことをノート

にまとめました。

▲滝川地区での火事の件数 ▲滝川地区での火事の主な原因 
H26 〜 H30

「わたしたちも火
か

事
じ

を起
お

こさな

いように注
ちゅう

意
い

しなければいけ

ないね。」

「でも、もし火
か

事
じ

になったらど

うすればいいのかな。」

「学
がっ

校
こう

やまちには火
か

事
じ

からわた

したちを守
まも

ってくれるどんなし

せつや工
く

夫
ふう

があるのかな。」

〈滝川地区〉
雨竜町
滝川市
新十津川町
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⑵　学
がっ

校
こう

の消
しょう

防
ぼう

しせつ
　わたしたちの学

がっ

校
こう

には、防
ぼう

火
か

や消
しょう

火
か

のためのいろいろなしせつがあります。

　そこで、みんなで分
ぶん

たんしてどんな

ものがあり、そしてどんなところにあ

るか、学
がっ

校
こう

の消
しょう

防
ぼう

しせつについて調
しら

べ

ることにしました。

　そして調
しら

べたことを学
がっ

校
こう

の平
へい

面
めん

図
ず

に

まとめました。

▲感知器

▲消火せん

▲わたしたちの学校の平面図
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⑶　地
ち

いきの消
しょう

防
ぼう

しせつ
　ゆいさんは、学

がっ

校
こう

の帰
かえ

り道
みち

、道
どう

路
ろ

に

も消
しょう

火
か

器
き

ににたものがあることに気
き

が

つきました。

　そこで、今
こん

度
ど

は、学
がっ

校
こう

の周
まわ

りをたん

けんして、地
ち

いきの消
しょう

防
ぼう

しせつをさが

してみることにしました。

▲消火せんのひょうしき

▲防火水そうのひょうしき ▲まちの消防しせつがある場所
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⑷　消
しょう

防
ぼう

しょをたずねて
　あやかさんたちは、119番

ばん

のしくみ

や消
しょう

防
ぼう

しょの人
ひと

たちの仕
し

事
ごと

について調
しら

べるために、消
しょう

防
ぼう

しょをたずねること

にしました。
▲通信指令室

▲滝川消防しょ江竜支しょ

　消
しょう

防
ぼう

しょの一
いち

番
ばん

大
おお

きな仕
し

事
ごと

は、火
か

事
じ

が起
お

きたらただ

ちに火
か

事
じ

のげん場
ば

に出
しゅつ

動
どう

し、人
ひと

の命
いのち

を救
すく

い、火
ひ

を消
け

す

ことです。ですから、火
か

事
じ

のないときでもいざという

ときのために、消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

や器
き

具
ぐ

の点
てん

けんをしたり、訓
くん

練
れん

もしています。また、地
ち

いきに出
で

かけて、消
しょう

火
か

せんを

点
てん

けんしたり、火
か

さい予
よ

防
ぼう

のよびかけもします。

〈消
しょう

防
ぼう

しょの人
ひと

のお話
はなし

〉
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⑸　消
しょう

防
ぼう

しょのしくみ
　雨

う

竜
りゅう

町
ちょう

は、滝
たき

川
かわ

市
し

、新
しん

十
と

津
つ

川
かわ

町
ちょう

と滝
たき

川
かわ

地
ち

区
く

広
こう

域
いき

消
しょう

防
ぼう

事
じ

務
む

組
くみ

合
あい

をつくり、お

たがいに協
きょう

力
りょく

しあうようにしています。

　また、雨
う

竜
りゅう

町
ちょう

には、２つの地
ち

区
く

に分
わ

けた消
しょう

防
ぼう

団
だん

があります。ふだんはそれ

ぞれの仕
し

事
ごと

をしていますが、火
か

事
じ

が起
お

こったときは、すぐにかけつけ消
しょう

防
ぼう

し

ょの人
ひと

たちといっしょに消
しょう

火
か

活
かつ

動
どう

を

します。

⑹　消
しょう

防
ぼう

しょの仕
し

事
ごと

　消
しょう

防
ぼう

しょでは、火
ひ

を消
け

す仕
し

事
ごと

のほ

かにどんな仕
し

事
ごと

があるのか、消
しょう

防
ぼう

しょ

の人
ひと

たちはどんな工
く

夫
ふう

や努
ど

力
りょく

をしてい

るのかたずねました。▲訓練の様子

▲器具の点けん

「火
か

事
じ

のないときはどんな仕
し

事
ごと

をしているのですか。」

「火
か

事
じ

に関
かん

係
けい

する以
い

外
がい

の仕
し

事
ごと

もあるのですか。」
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⑺　安
あん

全
ぜん

なまちづくりについて
　　考

かんが

えよう
　けんたさんたちの学

がっ

級
きゅう

では、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

や火
か

事
じ

のない安
あん

全
ぜん

なまちづくりにつ

いて、自
じ

分
ぶん

たちにもできることはない

か、みんなで話
はな

し合
あ

ってみました。

　そして、みんなに安
あん

全
ぜん

なくらしを呼
よ

びかけるポスターをつくることにしま

した。


